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宝知働くもののいσDちと健康を守るセンタ
ー

名古屋市中区 r`和二11‐目2番 3号

高慈私労働会館 5 F ll二L.rfXヽ o52-322-0406
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週40時楢!労働制で建議

1994年!4月へ先送り
12/18、中央労働基準審議会

中央労働基準審議会 (労働大臣の

裕問機関)'よ、12/180法 定労働時間

(現イ千週44時i鋼制)の 過40時間制実施

|ま1994年 1月からとする②残業など時

i瑚外 ・休日労働資金苫1増率 (現行25均

のうち、法定休日の分を引き上げる

0変 形労働時間制 (現行3ヶ月単位)の

変形期間を 1年まで延長する一―など

を盛 り込んだ労働基準法改定提案を

まとめ、労働大臣に建議しました。

労働省は、来年初めに法案をつくつ

2月 に通常国会に提出する方針です。

週40時間制は1987年に決まっていな

がら実施を延期。今回さらに先送りし

ようというものです。

中小企業での実施を、1996年度木

まで延ばす措置も設けることにしてい

ま司J

中小企業の時短を妨げる下請けいじ

めなど大企業の横暴は野放しのまま、

中イヽ企業は置き去りという内容です。

年1増率引き上げも休日分だけにし、

しかも 「50%ま での範囲内」などと幅

名産魚i監 揺1言繰築焔軍留;:隠是ご讐

いる戯壁労働制 (みなし労働時間制)

を広げるための検討をうながすなど、

1周 8時 間労働の原則をいちだんと崩

そうとしています。

('92.12/19「赤旗」よつ転載)

「第4回人
間協ャ走品ぁ愛知集会」

いのちと健康を守る運動は、長時間

・過密労働をなくし、労働時間短縮
・

人間らしく生き働くための要求実現を

めざして、大きく発展してまいつまし

た。

運動の成果と前進に確信をもつため

に、宝知集会を成功させましょう。

｀
日時 : '93年 1月23日 (上)pm2～ 6

場所 : 名 占堅市民会館第 1会議主

内容 : 経 過と基調報告

0「 職場の健康管理」 (名高教)

―り 「労働時間短縮」 (名市職労)

0「 看護婦確保」  (医 労連)

0「 大企英」  (ト ヨタ職自運)

0「 業者の健康」  (愛 商連)

0 討 論と交流

参加宝 無 料/をもたせています。
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3-― 作業に従事することによる労働者

の疲労の回復を図るための施設 ・

設備の設置 。驚備

tD 疲 労やス トレスを効果的に癒す

ことができるように臥床できる

設備を備えた休憩空などを確保

すること。

② 多 設の発汗や身体の汚れを伴う

作業がある場合には、シャワーを

年の洗身施設を整備するとともに、

常時これを清潔にし、使いやすく

しておくこと。

③ 職 場における疲労やストレス年に

関し、相談に応ずることのできる

よう相談室等を確保すること。

④ 職 場内に労働者向けの運動施設を

設置するとともに、敷地内に緑地

を設けるなどの環境整備を行なう

ことが望ましいこと。

4-― その他の快適な職場環境を形成

するため必要な措置

① 洗 面所、更衣室年の労働者の就業

に際し必要となる設備を常時清潔

で使いやすくしておくこと。

② 食 堂等の食事をすることのできる

スペースを確保し、これを清潔に

管理しておくこと。

③ 労働者の利便に供するよう給湯

設備や談話室等を確保することが

望ましいこと。

第 3 快 適な職場環境の形成のための

措置の実施に関し、考慮すべき

事項

快適な職場環境の形成のために事業

缶が1座要な措置を講ずるに11たり、

次の1評E〔を十分考慮して行なうこと

が望まれる。

1-― 継続的かつ占1顧i的な取組

快適な職場環境を形成し、適切

に維持宙Fこするためには必要な

施設 ・設備を控備するなどの措置

を【講ずるだけでは足つず、共の後

においても継続的かつ計画的な

取組が不可欠である。

2-一 労働者の意見の反映

撤場環境の影響を最も受ける

のは、その職場で働 く労働者で

あることにかんがみ、1人適な職場

環境の形成のための措置の実施に

″関し、例えば安全衛生委員会を

活用する等により、その職場で働

く労働者のフま見ができるだけ反映

されるよう必要な措置を講ずる

こと。

()一一個人左への配慮

労働者の年令等の1回線 ムを考慮

して1必要な措置を講ずること◇

4十 一潤いへの配慮

職場は、仕事の場であると同時

に労働者が
一定の時間を過ごす

'生
活の場であることから、潤いを

持たせ、緊張をほぐすよう配慮す

ること。



2/17(水 )PM l:30～ 3100

子Fi井さん

植松さん

道松さん     。

渡辺 (光)さ ん

渡辺 (光)さ ん

鈴木 (俊)さ ん

女保さん ・証人尋問

(田淵医師)

駒木さん ・f正人事問

(水野医師)

新井さん 。f正人尋間

(上畑医師)

,K 法 定はすべて1lF

名「!f樫地裁

名こlf鷹地裁

名古屋地裁

私占屋地裁

名古鷹地裁

名古屋地裁

名古屋地裁

名占居地裁

名古屋地裁

1101号です。

2/22(メ ])PM l:00～ 4:00

『名古だ過労死を考える家族の会』裁判日程

(「家族の会ニュ
ース」11/25付 よつ)

一
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■
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働く人々の健康を守る国民的運動を

すすめるセンタ
ーづくりの経過

1992年12月17日

呼びかけ人 山 田 信 也

糸田ナ||    ン可
‐

渡部 真 也

的啓建動を苫奪密把撒りう会う縁蟹禰 急層暑

行ない、多くの皆様の支持を得て、本年3月 15国

東京においてシンポジウムを開催することができ

ました。
このシンポジウムでの報告

・討議をもとにした

「

る

と

機あ羅 iふ、職場や地域で働く人々σD健康

を守る取り組みを
一層強めること。

0 年 門家が、専門の力を生かし働く人々の健

康を守る取り組みを強めること。

O 地 方に、働く人々の健康を守るセンタ
ーを

④
8〔予魏 物品聡 霧 雷露客
センターをつくること。

など課題となりました。

各ふ承革大8誓 琵零為容号ごを宗婆樫習東r

私たちは、以来労働組合や専門家の皆さんと

の協議を数回にわたりつづけてきました。

しかし、残念なことに、

O 現 在の諸労働組合の間には、私たちが

日的とした全国的なゼンターを作って
いくための幅広い統一した取 り組みに
ついて意見の違いが存在し、これを乗り

越えることは困難なこと。
,②  労 働組合の財政的事情から、センター

1浮務局の維持、機関紙発行などの事業を

支えることが困難なこと。

なとがはっきりしました。

呼びかけ人は、この事情を踏まえなお数回
にわたって検討を続けましたが、現段階では

、私たちの目的とした全国センターづくつの

努力を断念するほかはないとの結論に達しま

した。

皆様のご期待に応えることができなかった

ことはまことに残念ですが、シンポジウムの
「まとめ」にある①～Cの 取り組みが、粘つ

強く続けられている現状を土台とし、新しい

時期が到来することを強く期待します。

皆様のご支持とご協力に感謝し、経過報告

◆

◆

　

◆

◆ガ

とさせていただきます。 以_止
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大変好評をうけました 「いのちと健康大学」の 「第2期 」を次の日程で開催します。

1汚働組合 ・民i団 体の組合景 ・公貝のみなさん ! 誘 いあってご聴講をお願いします。

！回

・
一舛 1 2月 23日

1火)

からだ (身体)

111田 1言也

のしくみとはたらき

(名古屋大tr医学部教授)

第2距| 3ナ」11ど11

t本)

労働基準法 ・労働安全衛4と法の職場での活'Hの仕力

伊藤 欽 次  (愛 知労働問題研究所lif務局長)

第 3 rLll 3月 23口

(火)

長時間労働と過労死をなくすために

佐々本 昭 三 (あいち職場の健康問題研究会事務局長)

第 4 1LIl 4月 6回

(火)

人間らしい午L活と

長谷部 美 色
I
自由日寺間の拡扶

子  (愛 労連婦人協)

第 5臣| 4月 20日

(火)

夜勤 ・交笛制労働と私たちの圏長

小野 雄
一
部 (名占圧大¥医 学細牟i生半教空)

第 6 1Ell 5月 1に|

(火)

職場の労働安全衛生活動のすすめ方

i斉川 正 春 (名古屋水道労働組合副委員長)

第 7回 5月 25日

(火)

私たちの労働 。生活と成人病

内山 集 二     (愛 知県保険医協会)

第 8臣| 6 月 8日

1火)

人間らしく働くために一 「快適職場めざして」

宮尾 克  (名 古庭大学医学部公衆衛生学教宅)

第 9回 6 ナJ22日
(火)

私たちの権利と社会保障

加藤 孝 大  (愛 知社会保障協議会事務局長)

第10回 7月 6日

(火)

いのちと健康を守るとりくみの雁史と視点

山1日 信 也  (名 古屋大学医学部教授)

◆時間 :いづれも午後6:30より8:30まで S

◆場所 :高齢者労働会館2「 会議室   S

(都合により変更することがあります);

◆定員 :50名             S

◆申込み :愛知健康センタ
ー1■1.322-0406S

所属と氏名を事務局へ連絡して下さい。 ;

S◆参加貨 :全日程 10.000円

S   (木 加盟 11000円 )

S     選 択 ll「ll l.500門

;   (未 加盟  1800円 )

; ※  参 加費は、当日受付でお受け

;   し ます。


